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〈編 集 後 記 〉
この号がお手元に届くのは暑い夏の盛 りのころと思います。約1年前の編集委員会では、
折からの高温超伝導フィーバーの最中で、その特集を組むかどうか議論 したと思います。そ
の時点で阪大での研究の新しさがどこにあるのか、単に流行を追いかけるのはあまりにもミ
ーハー的でいかがなものか等の意見が出て、見送りとなったと記憶 しています。高温超伝導
発見以来流行を追いかけ続けて来た日本も、その発生原因を明らかにする点において決定的
な役割を果たし、二番煎 じの評価をひっくり返 してほしいと願う人も多い事と思います。
このような中で本号は、はからずも超伝導特集号のようになって しまいました。遠藤、小
田氏の直接的な話はもちろんの事ですが、佐々木氏の超流動の話は、電子系から何とかボー
ズ系を構成 し、ボーズ系の超流動性から高温超伝導の原因を説明しようという立場の人には
役立つ事も多いのではないでしょうか。佐々木氏の話は、二流体モデルを ミクロな立場から 』
説明し、本質的な事は何かを明らかにしようと言う野心的なお話です。森氏の話は、高温超
伝導の材料の中には多くの毒性の強いものがあり、その取 り扱いについての示唆を与えてい
ると言 う点で超伝導材料を作っておられる方々にも何かと参考になるものと思います。
醒最近高温超伝導研究も息切れの感がある"とも聞きますが、"だから、そろそろ自分の
出番かな"と思 っておられる方々もおられるのではないかと思います。そ ういう方々にも本
号が少しでもお役に立ちますよう願っております。(堀 秀信)
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